
保護者との付き合いは切っても切れないもの。
「とほほ…」なときもあれば、「尊敬！」ということも。
今回は印象深い保護者のエピソードを紹介します。

リクルートサービスを活用した指導実践例

 

「
楽
し
い
学
校
」を
信
条
と
す
る
高
知
中
央

高
校
で
は
、一
人
ひ
と
り
の
長
所
や
強
み
を

伸
ば
す
教
育
を
心
が
け
て
い
る
。「
生
徒
に
は

の
び
の
び
と
好
き
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」と
語
る
、理
事
長
の
近
森
正
久
氏
。

　

4
年
前
に
は
近
森
理
事
長
の
発
案
で
週

6
時
間
の「
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」を
開
講
し

た
。
1
学
年
は
こ
の
時
間
を
基
礎
科
目
の
学

び
直
し
に
あ
て
、２・３
学
年
は
ス
イ
ー
ツ
、エ

ス
テ
な
ど
の
講
座
か
ら
好
き
な
も
の
を
選
ん

で
学
ぶ
。多
彩
な
経
験
を
通
じ
て
個
性
を
伸

ば
し
、適
性
に
気
づ
く
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

職
種
の
多
さ
や
、「
進
路
決
定
の

２
つ
の
ル
ー
ト
」の
話
に
心
が
動
く

 

『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』を
使
っ
て
、仕
事

の
多
様
さ
や
勤
労
観
を
学
ぶ
授
業
は
、以

前
か
ら
普
通
科
の
1
学
年
全
員
を
対
象
に

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
指
導

内
容
に
温
度
差
が
あ
る
こ
と
が
少
な
か
ら

ず
問
題
だ
っ
た
。解
決
策
と
し
て
昨
年
度
初

め
て
、「
じ
ぶ
ん
未
来
講
演
」を
導
入
し
た
。

 

「
じ
ぶ
ん
未
来
講
演
」と
は『
じ
ぶ
ん
未
来

B
O
O
K
』の
使
用
に
併
せ
て
リ
ク
ル
ー
ト
の

ス
タ
ッ
フ
が
行
う
講
演
。
進
路
の
決
め
方
、

企
業
が
求
め
る
人
材
像
な
ど
が
わ
か
り
、将

来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を
前
向
き
に

考
え
て
も
ら
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。「
講
演

に
よ
っ
て
や
る
気
が
高
ま
れ
ば『
じ
ぶ
ん
未

来
B
O
O
K
』の
効
果
も
高
ま
る
と
思
い
ま

し
た
」と
い
う
進
路
指
導
部
長
の
堤
知
之

先
生
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
２
０
１
１
年
12
月
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」の
2
時
間
を
使
っ
て
行

わ
れ
た
。
ま
ず
全
員
で
講
演
を
聞
き
、そ
の

後
ク
ラ
ス
ご
と
に『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』

を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ん
だ
。

　

講
演
の
冒
頭
に
あ
っ
た
、「
世
の
中
に
は
２

８
０
０
０
種
以
上
の
仕
事
が
あ
り
、職
種
を

知
る
ほ
ど
、選
択
肢
が
広
が
る
」と
い
う
話
は

生
徒
に
強
い
印
象
を
残
し
た
と
い
う
。
終
了

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
そ
ん
な
に
多
い
と

は
驚
い
た
」、「
子
ど
も
に
か
か
わ
れ
る
仕
事
は

保
育
士
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
か

ら
、も
っ
と
調
べ
た
い
」な
ど
、こ
の
話
に
よ
っ

て
進
路
の
可
能
性
の
広
が
り
に
気
づ
い
た
こ

と
が
み
て
と
れ
る
感
想
が
多
く
あ
っ
た
。

　

堤
先
生
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、進

路
を
決
め
る
方
法
は
、明
確
な
目
標
に
向

け
て
計
画
的
に
取
り
組
む「
山
登
り
型
」と
、

目
の
前
の
こ
と
に
懸
命
に
取
り
組
み
自
分

に
合
っ
た
目
標
を
発
見
す
る「
い
か
だ
下
り

型
」の
２
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
話
だ
っ
た
。

「
生
徒
は
山
登
り
型
だ
け
が
進
路
決
定
の
ル

ー
ト
だ
と
思
い
が
ち
で
す
。ま
っ
た
く
逆
の
ル
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看護科8学級、普通科13学級、
専攻科2学級
進路状況（2011年度）／
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専各進学33.2％、就職15.0％、
その他9.7％
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ー
ト
が
あ
る
と
知
っ
た
の
は
大
き
な
発
見
。

目
標
が
決
ま
っ
て
い
な
い
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
も
あ
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

1
年
で
も
早
す
ぎ
な
い
と
確
信
し

進
路
学
習
の
早
期
化
に
着
手

　

こ
の
取
り
組
み
が
終
わ
っ
た
後
、十
数
人

の
生
徒
が
進
路
指
導
室
に
相
談
に
訪
れ
た
。

「
今
回
の
講
演
は
、将
来
の
目
標
が
決
ま
っ

て
い
な
い
生
徒
は
何
か
を
始
め
よ
う
と
考

え
、目
標
が
決
ま
っ
て
い
る
生
徒
は
そ
れ
に

向
け
て
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
堤
先
生
。

　

昨
年
度
ま
で
、仕
事
調
べ
、学
校
見
学
な

ど
の
本
格
的
な
進
路
学
習
は
2・3
学
年
の

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で
実
施
し
て
い

た
。
1
学
年
は
学
校
へ
の
定
着
に
重
点
が
お

か
れ
、そ
ち
ら
を
優
先
す
る
雰
囲
気
が
学
校

全
体
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、今
回
の
取
り
組
み
で「
進
路
を

真
剣
に
考
え
る
気
持
ち
が
前
向
き
に
学
校

生
活
を
過
ご
す
気
持
ち
に
つ
な
が
る
」と
確

信
し
た
堤
先
生
は
、今
年
度
か
ら
進
路
学

習
の
早
期
化
に
着
手
。今
年
初
め
て
１
学
年

の
4
月
に
適
職
・
適
学
診
断「
R-

C
A
P
」

を
行
い
、1
学
期
か
ら
職
業
観
育
成
を
中

心
に
進
路
学
習
を
始
め
て
い
る
。

理事長（左）
近森正久氏
進路指導部部長（右）
堤知之先生
「あいさつはもちろん、状況に応じ
た会話力も身につけてほしくて、毎
日校内で生徒に声をかけています」
（近森氏）。「生徒の本音を引き出
すこと、生徒が自分で考え行動す
るために役立つ声かけをすること
を心がけています」（堤先生）

■ 『じぶん未来講演』を聞いて

　緒方先生は「人の縁」を引き寄せる人
だ。大学の先生の推薦で初任校へ就職、
現任校には当時の校長先生が前任校に
頼み込んで転職…。「この人なら」と見込ま
れ信頼されて歩んだ教員人生である。
　吹奏楽愛好会の顧問になったのも縁だ
った。3年前、体育館で生徒会顧問として
文化祭の打ち合せをしていたとき「吹奏楽
の発表がしたい」という生徒たちが先生の
もとにやってきた。楽器を持っていない生徒
に母校の中学校への借用依頼書を作って
持たせるなど、何かと世話をして、演奏は無
事実現。
　その翌年、生徒会の意見箱に「吹奏楽
愛好会を作りたい。顧問は緒方先生で」と
いう投書があった。「演奏経験もないのにど
うしよう？」と同僚の先生に相談。するとそ
の先生の紹介で、地元自衛隊所属の音楽
隊が演奏指導を買って出てくれた。その年
の文化祭は音楽隊の方も参加し、大成功！
かけがえのない思い出を残せた。 
 「穏やかな校風の女子校なので、生徒は
仲が良いのですが、愛好会とはいえ単なる
仲よし集団に甘んじてほしくない。演奏技

術を高めたい、多くの人に聞いてもらいたい
という目標に向けてまい進できるように見守
るのが私の務めだと思っています。生徒が
自ら考え動く力が育つよう、距離感には気を
つけています」。

学校は、自尊感情を高め
たくさんの夢をかなえる場

　生徒から信頼される緒方先生。バレンタ
インデーに山のように手渡されるチョコレー
トのお礼は、チーズケーキと決めている。「お
小遣いが少ないので（笑）、手作りしていた
ら、お返し目当てで年々数が増えて…」と照
れる。中2で父親を亡くして以来、母親の明
るい笑顔に救われてきた。だから「女性が
笑顔でいられる集団がいい集団。女子校
で女子教育に携われることが誇り」という。
穏やかな笑顔のすぐ下に、熱い情熱を秘め
ている熱血先生だ。
 「生徒には自分を過小評価せず、すばらし
い価値があると信じてほしい。生徒も自分
自身も、学校という場所でたくさんの夢をか
なえていきたいですね」。

今回は何ごとにも全力投球の緒方将洋先生です。生徒の要望で吹奏楽愛好会の
顧問も務めています。日々 、どんな思いで生徒に向き合っているのでしょうか？

笑顔と情熱が絶えない方ですから、多くの人に慕われるのは当然です。
教員も人の子。自分と違う価値観を持つ生徒には距離を感じるものです
が、先生はどんな個性にも抵抗なく寄り添い、生かそうする。深い愛情と
懐の深さに脱帽します。（尚絅高校・進路指導部長・重信弘子先生より）

熊本・私立尚絅高校

緒方将洋先生（34歳）

専門学校で挫折しかけたとき、高校の先生にもらっ
た茨木のり子の詩「自分の感受性ぐらい」の一節が
目にとまり、思いとどまった。「言葉の力はすごい。それ
を伝えたくて、生徒が書いた日誌に関連する名言とそ
れに対する自分の気持ちを毎日記入。今はピンとこ
なくてもいつか役に立つと信じています」。

じぶん未来
BOOK

弟が高校を中退した時「自分が先生なら引きとめた
かった」と思いこの道へ。福岡外語専門学校から熊
本学園大学へ編入。卒業後科目等履修生として2
年間学び教員資格を取得。初任校は玉名女子高
校。2007年より現職。

ⓒ土井ラブ平

【尊敬！】
オープンキャンパスに親
子で参加し、責任を持って
進学先選びにかかわって

くれた保護者
（長野県）

【尊敬！】
昨今、指定校推薦入試な
どで早々に進路が決まること
を望む保護者が少なくないな
か、子どもに苦労させることを
恐れない保護者は立派！
（神奈川県）

【とほほ…】
保護者面談を
すっぽかされた
ことがあります
（富山県）

【とほほ…】
センター試験後の国公立
大学出願先決定の面談で、地
方の公立大学を勧めたら「そんな
ところ聞いたこともない。もっと有
名なところをお願いします」と

言い放った
（和歌山県）

【とほほ…】
自分の子どもと
連絡が取れない
（島根県）

【とほほ…】
生徒が校内で喫煙した件
でお呼びしたところ、乗りつ
けた車からすでにタバコ臭が
漂い、面談中も体中からき
つ～いタバコ臭が…
（東京都）

【尊敬！】
部活動でまとめ役を務め
る保護者が、学校と保護者
の双方に配慮しながら、上手
に要望を話されたとき、「す
ごい！」と内心拍手した
（新潟県）

【尊敬！】
反抗期まっさかりの
娘にどんなにウザがられ
てもへこたれなかった

お父様
（東京都）

「今すぐ進路のために動き出そう！」
と考え勉強や志望校調べを始める
きっかけになりました

普通科２学年

坊
ぼうがき

垣聡美さん

　昨年12月に講演を聞いて、それまでほとんど考えて
いなかった進路のことを、今すぐ考えなければいけない
んだと、強く思いました。私はバスケットボール部の高
知県大会優勝を目指し、兵庫県の実家を離れ寮生活
を送っています。当然部活は頑張りたいですが、卒業し
たら地元の大学で経営を勉強したいと漠然と思ってい
ました。講演後、信頼する父に電話で相談すると、「基
礎学力の定着のためにもセンター試験を受ける準備を
しては？」とアドバイスされました。勉強法などを先生に
聞いたところ、すぐにセンター試験対策の個別指導を
するとおっしゃってくださいました。
　現在は、定期的に課題を提出して添削指導を受け
ています。進学先についても少しずつ検討を進め、学
部・学科の違いを調べたり、自分に合う学校をあれこれ
イメージしています。『じぶん未来BOOK』は部室に置
いてあって、ときどき読み返しています。「自分の道を決
めるのは自分」など、グッとくる言葉がたくさんあって、励
まされるんです。将来のためにできることをコツコツと続
けているので、不安はないですね。講演をきっかけに早
めに動き出せたことは本当に良かったと思っています。

つぼやき on the WEB はじまりました。
誌面に載りきらなかったつぼやきは“キャリアガイダンス.net”でチェック！


